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アクターネットワーク論研究 2 
ANTにけるデータの活用法及びメディアコミュニケーション研究での応用 
唐磊 
 
1 はじめに 
 
本研究ではアクターネットワーク論（Actor-Network Theory, 略称：ANT）の研究報告
として、ANT の理論内容を簡単に説明し、メディアコミュニケーションの研究における
ANT の応用方法を模索することが目的としている。ANT の A（アクター）と N（ネット
ワーク）をデータ化する可能性を議論し、そこから見えてくるメリットを分析する。実例
として、Callon の論文で取り上げた電気自動車の例を参考にした。 
 
 
2 アクターネットワーク論 
 
アクターネットワーク論は一種の研究アプローチであり、社会現象を認識する方法であ
る。社会科学の方法論に対する補完と再審の役割もANTの研究者たちに期待されているの
で、ANTの視点は以前の社会学と人類学の主流な理論とは多くの違いがあり、独特な要素
を持っている。 
一般的なネットワークには“点”と“線”に当たる要素が必ず含まれている。ANTでは
“点”と“線”に対して、独特な解釈を有している。ANTにおいて「アクター」は“点”
に当たるものである。ANTの文献による「アクター」に対する解釈について、「演じる人」
よりも、アクションを行うものという意味に近い。すなわち、「行為者」或いは「行動者」
のことである。ANTの場合では、「アクター」が人や動物、自然物、人工物、会社、政府
等の実在のものとなる。文化や習慣、政策などの“社会的な存在”に位置づけられる要素
はANTで直接に扱われることがない。これで、ANTのアクターは二種類だけになる。「ナ
ンヒューマン・アクター」と「ヒューマン・アクター」である。これはあくまで本文で説
明しやすくするための分類であり、ANTではすべてのアクターを平等に扱うネットワーク
を作ることを目的にしているので、実際に分析を行うときアクターの種類を意図的に区別
することをない。 
それから、ANTにおける“線”というのは、複数のアクターの間で行われる相互作用で
ある。それは変化しつつあるものであり、異なるプロセスで異なる効果をもたらすもので
ある。ANTではこのような“線”に対しては厳密な分類と説明がある。それによって構成
したアクターネットワークは有機的な存在となり、時間軸と空間軸を同時に持つモデルと
なる。 
 このような“点”と“線”で構成するネットワークは一つの重要なメリットを持ってい
る。それはすべての分析要素をデータ化にすることが可能だということである。前述のよ
うに、アクターは実在のものであるため、それに関する情報はデータの形にすることが可
能である。さらに、アクターの間で行われる相互作用も各アクターの行動や変化に対する
観測及び記録によってデータ化することが可能である。こうすることによって、隅々まで
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データで現すネットワークを構成することができるようになる。もちろん、これはあくま
で理論上の話なので、実際にどのようにデータを扱うのかについてははこれから議論する
内容となる。 
 
 
3 ANT におけるデータの扱い方 
 
 前文で説明したように、ANT では人間以外の要素もネットワークの組成成分として認め
るわけなので、「ナンヒューマン・アクター」に関する情報は ANT を用いる研究にとって
非常に重要な素材となる。それもANTの諸要素の中で一番データ化しやすいものなので、
重要視すべき内容である。 
まずは、ANT 研究者の 1 人、Callon が以前の実例研究で用いた電気自動車の例を参考
にし、その中で現れた各アクターに関するデータと情報の活用法を検討してみたい。そし
て、「ナンヒューマン・アクター」と関わるデータの扱い方も注目点の一つとして、そのメ
リットを議論してみる。 
 1973 年、EDF(Électricité de France, フランス電力)は VEL（Véhicule électrique, 電
気自動車）のプランを提出した。このプランは、技術の面から将来の自動車のあるべき姿
を予測し定義しようとしたものである。そしてそれだけではなく、このプランは VEL が
普及することによる社会の変化及び VEL の機能を十分発揮させる未来社会の姿も描いた。
例えば、ポスト工業社会で生活する消費者たちにとって車を選ぶとき、性能だけではなく
自然へのやさしさも考量されることである。また、今までの乗用車は環境汚染と騒音とリ
ンクしやすい存在となり、このようなラベルが貼られているため、消費者だけではなく、
製造側の会社とそれと関わる他の企業も新たな自動車に注目し積極的にそれを受け入れる
可能性もある。VEL の計画は自動車のパフォーマンスをある程度下げることの代わりに、
コストパフォーマンスの高い実用的な製品を作り出すことが目標であり、消費者と企業に
与えたいイメージである。そして、政府の力を借りて、公的交通施設に性能の高い蓄電池
を装備させることも目標の一つである。さらに、蓄電池と燃料電池の市場をオープンにし、
様々な会社の技術力を発揮させることによって、電気自動車のスピードを 90km/h まで引
き上げることも可能だと EDF が予測した。このように、EDF は未来の都市社会とその社
会の中で行われる活動を描くことでこれからの歴史まで予測しようとした。 
それから、EDF は内燃機関の消失と電気化学発電装置の発展を予測し、従来の消費者（今
までの乗用車を引き続き利用したい人たち）のニーズよりも、新たな需要を持つ消費者を
満足させることが重要だと判断したので、その需要を満たす技術力も持つ企業を選び出し
たのである。 
これまでの説明の中で、フランス電力、電気自動車、消費者、製造者、燃料電池など様々
な要素が現れた。Callon も論文の中でこれらの「異質的な要素」に対して分析を行った。
図１で示したように、彼はこのような多種類の要素を一つのアクターワールドの中に入れ
て、アクターとして扱い、その身分と役割、各自のサイズ、各アクターの間のつながりな
どのことを説明した。そして、その説明の中で守られていたルールがあった。それは各ア
クターを平等に扱うことである。異なるアクターは異なる属性を持つため、それに関する
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情報とデータも多様であり、その形を統一させることも非常に難しい。もし異なるアクタ
ーのデータと情報を異なる方法で分析するなら、逆に平等に扱うというルールを守ること
が難しくなる。それでは実際にどのような方法が使われてだろうか。 
 普段統計でデータの比較を行うとき、もし二つのグループは研究対象として差異が多い
場合、そのデータを標準化させるという手法がよく用いられる。つまり、二つのグループ
のどちらの基準も利用せず、他の形に変換させるやり方である。変換されたデータは扱い
やすくなり、共通な基準を持つものとなるので、本来比較できないデータが比較できるも
のになったわけである。ANT の分析にも似たような手法が使われていて、「簡単化
（simplification）」というプロセスである。ただし、その対象はデータというよりもより
マクロ的な情報になる。例えば、政府という対象は非常に複雑なものであり、交通問題だ
けではなく、様々な要素と関わっている。しかし、この電気自動車と関わるアクターワー
ルドに置かれることになると、その役目はより簡単となり、環境保護と雇用の創出という
目標を目指すシンプルな存在となった。すなわち、アクターワールドの範囲を事前に決め
ると、その範囲外にある対象からの“干渉”がなくなり、各要素は一定の目的と役割を持
つよりシンプルなアクターになるわけである。 
 
図１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 そして、「簡単化」のプロセスはこれで終わるわけではない。前述のように、アクターワ
ールドの中には多くの異質的な要素が存在している。その中には「ナンヒューマン・アク
ター」が特に扱いにくい要素である。例えば、燃料電池を構成する要素の一つ、水素イオ
ンは「物」であるので、本来は意図を持たない存在である。しかし、このアクターワール
ドに入った途端、企業や政府のような人的要素と同じのようなアクターになり、目的と役
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割を持つものとなる。それは各アクターを平等に扱う条件でもある。それを実現するため
には、“人格”のようなものを持たせる必要がある。もちろん、様々な方法があると考えら
れるが、客観さを失わずに変換させる方法は限られている。ANT で採用した方法は、「翻
訳（Translation）」というプロセスをネットワークの中に入れることである。それによっ
て、ある要素が他の要素に代弁してもらうことを可能にした。水素イオンの場合、代弁者
となるアクターはフランス電力である。その翻訳によって、水素イオンはより安い触媒を
求めるアクターになった。図２で示したように、このような翻訳の繰り返しによって、す
べての要素は平等に扱うアクターに変換された。 
 
図２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここで一つ注意すべき点がある。翻訳の対象になるのは「ナンヒューマン・アクター」
に限らないことである。人的要素の翻訳も行われている。例えば、このアクターワールド
の中にいる消費者たちは高コストパフォーマンスと高騰のガソリン代の回避、便利性を目
標にしていたが、フランス電力の翻訳によって、彼らは安い触媒（貴金属）とガソリンに
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頼らない燃料、燃料と電力補給施設の普及を求めるアクターになった。電気自動車が消費
化になる可能性と関連施設の普及とのつながりも現れた。翻訳はアクターの役割を再定義
するプロセスでもある。このような再定義によって、分析する必要のあるデータと情報は、
触媒の安さと蓄電池の性能、車体フレームの生産力、補助金の金額、消費者の購買力等の
より分析しやすい対象になった。そして、これらの情報に関しては、文化や習慣等のデー
タ化しにくいものがなく、水素イオンや電子の活動パターンのような特定な専門知識を持
たないと分析できないものもない。この翻訳のプロセスによって、アクターワールドにあ
るすべての要素に関する情報は人文社会科学分野で扱えるものになった。ANT ではこのよ
うな分析方法を有するので、数量化したデータに基づく研究の範囲と対象をさらに広げた
とも言えるのである。 
それに、このような分析は完全に主観的に判断を加えた結果ではない。「翻訳」のプロ
セスで手を加えたのは各要素ではなく、あくまでワールドの範囲だけなので、各要素の役
割と属性に対する定義も主観的なものではなく、事実をベースに基づくものである。客観
性を保つまま、シンプルにしたわけである。 
 
 
4 アクター情報のデータ化 
 
前述のように、ANT のアクターネットワークは有機的な構造なので、各アクターの相互
関係を分析することは得意分野である。もし研究対象の原因でこのような分析を必要とし
ない場合、ANT の長所を発揮することができなくなるので、わざわざ ANT を利用する意
味がなくなる。 
それではどのような研究対象が ANT と相性がよいだろうか。このような研究対象をど
う扱うべきだろうか。この二つの問題を答えるためには、近年盛んでいるメディアコミュ
ニケーションの研究を例にして、研究対象をアクターとして扱うときのやり方を分析して
みたい。 
メディアコミュニケーションの研究は電気自動車の例とは異なり、研究対象にできる要
素のバリエーションが非常に多い。つまり、研究者の関心によって、電気自動車の例より
も多くのアクター・ワールドを設定することができる。なぜかといえば、電気自動車の例
では、「翻訳」と各アクターの努力が成功か失敗かはより簡単に判断できる。しかし、メデ
ィアコミュニケーションの場合、様々な需要と目的が存在するので、成功と失敗の判別は
研究対象及び研究者の考えに左右されるときがある。それが各アクターの目標と「翻訳」
の仕方に繋がるものでもあるので、結果として、分析対象（アクター）の選びが難しくな
り、アクター・ワールドの範囲を決めることも難しくなるわけである。 
しかし、その反面、メディアコミュニケーションで ANT を応用するメリットもある。
それは各要素のデータ化がより簡単だということである。そして、このようなデータが収
集しやすいので、アクター・ワールドの範囲を合理的に決めたら、後の分析がやりやすく
なる。 
メディアコミュニケーション研究の中ではいくつの要素が頻繁に現れる。メディアデバ
イスと使用者、開発者、ハードウェア開発の会社、サービスを提供する会社等の要素であ
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る。場合によって、政府も研究対象になる。これらの要素をアクターとして扱うとき、ま
ず考えるべきことが「翻訳者」の選択である。「翻訳者」はネットワークにある多くの要素
と関連するものが望ましい。むしろ「翻訳者」が選定されたら、ネットワークのメンバー
が大体決まるわけなので、このようなアクター・ワールドの範囲が把握しにくい分野では
「翻訳者」の選びは大事なことであり、一つ便利な手段でもある。前述のメディアコミュ
ニケーションの研究でよく現れる要素の中には、どうしても「翻訳者」になれない要素も
ある。メディアデバイスは「ナンヒューマン・ファクター」なので、人文社会科学分野で
研究を行うとき、それを「翻訳者」として選ぶとすべてのアクターが扱いにくなる。そし
て、使用者を「翻訳者」として選ぶと、翻訳されたアクターに関する情報は使用者の行動
や思考パターンに反映されるものとなり、多くのデータを０から集めることが必要となる。
これまでの説明で既にお分かりになったかもしれないが、「翻訳者」の選択は研究で扱う情
報の種類と関わっている。もちろん研究者の関心や研究の着目点にもよるが、一般的な状
況で考えると、情報やデータがより集めやすい対象を「翻訳者」に選んだ方が効率的であ
る。前文で紹介した電気自動車の研究にフランス電力が「翻訳者」に選ばれたのも恐らく
それに関する情報が開示されていることが一つの原因である。メディアコミュニケーショ
ンの研究の中にデバイスと使用者を中心に分析を行い、関連のある要素を気づくたびにそ
れに関する情報を付加的なようそとして取り入れる手法もある。このような場合では翻訳
者の選択が難しくなり、各要素に関する情報の使用が非効率的になるので、ANT を応用す
ることがお勧めできない。その反面、メディアや使用者と関わる様々な要素を取り込んで
相互的な影響力を分析する研究や、メディアコミュニケーションを通じて使用者の生活環
境或いはデバイスで使われた技術の社会的影響力などの研究では、ANT を使用した方が効
率的だと考えられる。すなわち、このような研究は ANT との相性がよい。ANT 自体も社
会学と人類学をベースに作られた研究法なので、このような結論にたどり着くことも不思
議ではない。むしろ、人文社会科学分野でメディアコミュニケーションの研究を行うとき
に、ANT を積極的に応用することをお勧めである。 
 
 
5 ネットワークのデータ化 
 
この部分では ANT のネットワークそのものをデータ化する可能性について議論をして
みたい。前述のように、「翻訳」によって変換された要素は平等に扱えるアクターになり、
それらに関連する情報やデータもより統一なものに変換される。これによって、各アクタ
ーの相互関係を分析するときに使える情報の種類と量が増えるので、研究者にとっては便
利な材料になる。もし変換された情報とデータの統一性が高いなら、ネットワーク全体を
データ化することも可能である。これは人文社会科学分野の研究対象を自然科学的な手法
で分析する可能性でもあるので、それなりの魅力がある。しかし、実際にどのようにデー
タを扱えばいいのかに関しては更なる検討が必要となる。ここではもう一度メディアコミ
ュニケーションの研究を例を用いて、アクター・ワールドにおけるネットワークのデータ
化を検討してみる。 
メディアコミュニケーションの研究に関して、デバイスの性能や使用者の使用頻度、運
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営会社の業績と技術力、政府からの補助金など様々な具体的なデータが手に入る。そして、
このようなデータは時間の流れによって変化している。前文で説明した電気自動車の例に
も触媒の価格や蓄電池の性能、車体フレームの完成度、補助金の額、購買力など時間軸に
沿って変化するデータがあった。ANT を用いたネットワークは静止状態の各要素の相互関
係だけではなく、変化している要素の分析も可能である。そして、前述のように、アクタ
ーというのはアクションを行うものであり、「行為者」或いは「行動者」の意味があるなの
で、それに関する動的なデータが手に入れたことが ANT を利用する研究者にとってむし
ろ好都合である。そのため、動的なデータを利用して、変化量を表すネットワークの構成
も可能だと考えられる。これに「時間軸式アクターネットワーク」と名づけたい。「時間」
という非常に扱いやすい変量を入れることで各アクターにおける変化の量と速度、方向を
計算することが可能になる。さらに、各変量の相関関係、場合によって因果関係を計算で
推測することもできる。その説明率や有意性を計算すれば、一つのアクターワールドのネ
ットワークが一つの社会事象を分析するモデルとしてどのくらいの信憑性を有するのかを
判断できる。十分なデータがあれば、ネットワークだけではなく、一種のある程度普遍性
のある社会事象を分析するためのモデルとして作ることもできるだと考えられる。ANT は
本来発生していないことの予測を行うことが不可能だったが、時間軸を導入し、モデル化
にすることによって、一定範囲での予測も可能になるだろう。特にメディアコミュニケー
ションの研究に関しては、技術とサービスの更新が速く、それに関連する様々な要素も常
に変化しているので、このような時間軸式なモデルを作ることが同じ分野の他の研究者に
とっても非常に有意義なことである。 
時間軸のデータだけではなく、地域別のデータを手に入れた場合にも ANT が使える。
このようなデータで構成したネットワークに「空間比較式アクターネットワーク」と名づ
けよう。すなわち、同じの時間点における複数地域の状況をネットワーク化することであ
る。もちろん、研究者の関心と研究の着目点によって、研究対象となる地域とアクター・
ワールドを決めて構わない。ただし、恐らく 2 つのパターンが現れる。一つはネットワー
クの構造が同じだが、各アクターに関する情報とデータに差異があるのような比較的に扱
いやすいパターンである。もう一つはネットワークの構造自体は異なるという研究者に困
らせそうなパターンである。2 つ目のパターンが扱いにくいが、地域間の差異を探る研究
では割とよく現れる。この場合では複数の地域における翻訳者の選択が難しいことである。
同じの翻訳者を選択することができるか否かによって、ANT で分析を行うときの効率が格
段に違う。同じのアクターが翻訳者として選ばれるとき、他のアクターに関する情報とデ
ータが彼の翻訳によってより統一のものになるため、比較が可能である。たとえこれらの
ネットワークの構造に違いがあり、翻訳者以外のアクターが一部異なるとしても、特定地
域のネットワークにしかいないアクターを他のネットワークで「0」としてカウントし、
仮のアクターを作ればいい。ANTには「利害関係化（Interessement）」と「募集（Enrolment）」
の概念がある。この二つの概念はアクターの活動方式を指すものであるので、擬人化の用
語が使われている。各アクターはネットワークの中で特定の目的を持って活動しているの
で、「翻訳」のプロセスによって各アクターの間の「利害関係化」はっきりとなり、それを
参考にして各アクターが他のアクターに対して「募集」を行うという意味合いである。仮
のアクターが作られた場合、その力が「0」なので、「募集」することも「募集」されるこ
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ともできない。他のアクターが相対的に強い力を持つものとなっただけのことである。そ
のため、仮のアクターを導入したとしても、ネットワークの構造自体は変わらない。比較
的に分析するとき、各アクターに関するデータの扱いがより簡単になるわけである。こう
することによって、複数の構造が異なるネットワークも比較できるようになる。しかし、
複数のネットワークにおいて、どうしても異なる翻訳者を選ばなければならない場合もあ
る。このような状況でも ANT の応用が可能だが、本文で語っているデータ化したネット
ワークを利用することが難しいと考えられる。たとえ複数のネットワークをデータ化した
としても、ネットワーク間の比較がデータのレベルで行われることが難しいので、結局研
究者の主張と認識に頼ることになる。このような研究はむしろ ANT 以外の方法が効率的
である。 
「時間軸式」と「空間比較式」のアクターネットワークの活用法について議論していた
が、注意点はいくつがある。空間軸を利用する場合、個人レベルで何年間も渡って大量な
情報収集が難しいので、先行研究や公開済みのデータ、情報に頼ることが多い。これも研
究内容の幅をある程度制限することになる。そして、地域間の比較を行うとき、一定の差
異があることを前提にする必要がある。それがなければ、使用できる変数がなくなる。し
かし、差異が多すぎると、逆に比較不可能なものになるため、研究対象と情報収集を行う
地域の選択が重要である。ANT も他の研究法と同じのように、相性のよい研究対象と悪い
研究対象がある。研究者として、その相性のよさと自分の関心、研究の着目点、手元にあ
るデータなどのことを考量し、ANT の使用を検討すべきである。 
 
 
6 終わりに 
 
 本研究ではアクターネットワーク理論の使い方について、アクターとネットワークをデ
ータ化する方法を探った。特にメディアコミュニケーションの研究における ANT の応用
を検討した。 
第 3 章で説明したように、研究の着目点と研究対象によって、ANT と相性のよい研究
とそでない研究がある。研究者の関心が先にあって、その後に研究法を選ぶわけなので、
ANT との相性が悪い場合、それを無理やりに使うことを避けるべきである。 
 第 4 章ではデータ化したアクターネットワークのあり方を議論した。その結果として、
時間軸や比較用の地域変数を増やすことで、研究で ANT を活用することが可能だと考え
られる。研究の客観性と分かりやすさを高めた反面、より多くのデータが必要されるよう
になった。そのため、ネットワークのデータ化を行う場合、たとえ研究内容が ANT との
相性がよいとしても、十分なデータを集めるのかを事前に確認すべきである。アクターと
翻訳者の選択が終わり次第、必要なデータが明らかになるので、研究を行う前にも大体把
握できるはずである。 
 今までのメディアコミュニケーションの研究でANTを応用した例はほとんどないため、
この論文を書いた時点で確認できない問題も他にあるとは考えられる。そのため、これか
らの研究で ANT を応用することによって、解決法を模索していくことが重要である。普
遍性が高く効率的な研究方法が生まれることを期待している。 
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